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越谷市中学校部活動地域展開検討会・推進会議
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教育総務部
生涯学習課

学校教育部
指導課

越谷市中学校部活動地域展開推進会議

【オブザーバー】越谷市スポーツ協会・越谷市レクリエーション協会・越谷市文化連盟
越谷市中学校長会・越谷市中学校体育連盟・越谷市小学校長会
ＰＴＡ連合会 等

教育委員会

教育総務部
教育総務部長

教育総務課長・担当
生涯学習課長・担当
学校管理課長・担当

学校教育部
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ 令和10年度令和９年度令和８年度令和７年度

実施実施実施実施平日
部活動
（運動・文化） 一部の部活動

を地域クラブへ休日

５部活動
４か月

①地域部活動推進事
業

休日地域クラブ

３拠点
(22部活動)
年間10回

②新たな地域クラブ活動モ
デル事業（バスケット）

１拠点
・暑中、寒稽古
・合同稽古会(市内全校
対象、年間５回)

③剣道連盟

陸上競技連盟
との検討④その他

部活動指導員の増員

休日部活動の縮小

回数拡大

地域連携・地域展開の推進に向けたロードマップ

対象部活動・実施時期拡大

拠点・対象部活動・実施回数拡大

種目拡大
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越谷市中学校部活動の地域展開について 
 

令和８年４月１７日 

越谷市教育委員会指導課 

 

１ これまでの経緯 

（１）令和７年度 

  ・令和７年４月１７日  柏市への視察 

  ・令和７年４月２５日  第 11 回越谷市部活動地域移行検討会(今年度の取組、推進会議に向けて) 

  ・令和７年５月１日～  先行モデル事業（ｱﾙﾌｧｰｽﾞ）対象校（11 校）校長への説明 

  ・令和７年５月１２日  バスケット専門委員長へのモデル事業説明 

           越谷アルファーズとの打合せ 

  ・令和７年５月２７日  第４回越谷市部活動地域移行推進会議 

  ・令和７年５月２９日  民間事業者Ｈからの説明（モデル事業について） 

  ・令和７年６月１１日  先行モデル事業（ｱﾙﾌｧｰｽﾞ）対象校顧問への説明会（ｵﾝﾗｲﾝ） 

  ・令和７年６月１７日  先行モデル事業（ｱﾙﾌｧｰｽﾞ）保護者説明会（ｵﾝﾗｲﾝ） 

  ・令和７年７月１４日  民間事業者Ｄからの説明（体制整備について） 

  ・令和７年７月２７日  先行モデル事業（ｱﾙﾌｧｰｽﾞ）第１回実施（北陽中、栄進中、東中） 

  ・令和７年８月９日   先行モデル事業（ｱﾙﾌｧｰｽﾞ）第２回実施（中央中、大袋中、富士中） 

  ・令和７年８月１８日  先行モデル事業（ｱﾙﾌｧｰｽﾞ）第３回実施（北陽中、大袋中、東中） 

  ・令和７年８月２９日  レイクタウン kaze 担当者との打合せ 

  ・令和７年９月１日   地域運動部活動推進事業（平方中）事業者契約、打合せ 

  ・令和７年９月１１日  地域運動部活動推進事業（平方中）学校、事業者、市教委打合せ  

  ・令和７年９月２２日  地域運動部活動推進事業（平方中）保護者説明会（ｵﾝﾗｲﾝ） 

  ・令和７年１０月１１日～地域運動部活動推進事業（平方中）開始 

  ・令和７年１０月１７日 第 12 回越谷市部活動地域移行検討会（中間報告、次年度予算要望）  

  ・令和７年１０月１９日 先行モデル事業（ｱﾙﾌｧｰｽﾞ）第４回実施（中央中、栄進中、富士中） 

  ・令和７年１１月１日  剣道連盟地域クラブ活動モデル事業（地域スポーツセンター） 

・令和７年１１月７日  越谷市サッカー専門部元委員長からのヒアリング 

  ・令和７年１１月３０日 先行モデル事業（ｱﾙﾌｧｰｽﾞ）第５回実施（北陽中、大袋中、東中） 

  ・令和７年１２月６日  剣道連盟合同稽古会モデル事業（地域スポーツセンター） 

  ・令和７年１２月７日  先行モデル事業（ｱﾙﾌｧｰｽﾞ）第６回実施（中央中、栄進中、富士中） 

  ・令和７年１２月２５日 先行モデル事業（ｱﾙﾌｧｰｽﾞ）第７回実施（北陽中、栄進中、東中） 

  ・令和８年１月７日   アルファーズとの面談（第８回の延期について） 

  ・令和８年１月１５日  県主催地域ミーティング（スポーツ団体、大学等のマッチング） 

  ・令和８年１月１８日  先行モデル事業（ｱﾙﾌｧｰｽﾞ）第８回実施（中央中、栄進中、富士中） 

  ・令和８年１月２０日  県主催地域ミーティング（コーディネーター講演、企業プレゼン） 

  ・令和８年１月２７日  第 13 回越谷市部活動地域展開検討会（今年度、来年度の取組、推進会議に向けて）  

  ・令和８年２月５日   県主催地域ミーティング（実証事業参加団体の発表） 

  ・令和８年２月８日   先行モデル事業（ｱﾙﾌｧｰｽﾞ）第９回実施（中央中、大袋中、東中） 
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  ・令和８年２月１２日  県主催地域部活動推進事業に係る実証事業報告会及び研修会 

  ・令和８年２月１６日  第５回越谷市部活動地域移行推進会議 

  ・令和８年２月２５日  東部主催「学校部活動地域展開連絡協議会」 

・令和８年３月１４日  剣道連盟地域クラブ活動モデル事業（地域スポーツセンター） 

・令和８年３月１５日  先行モデル事業（ｱﾙﾌｧｰｽﾞ）第 10 回実施（北陽中、大袋中、富士中） 

・令和８年３月１６日  越谷アルファーズとの打合せ 

（２）令和８年度 

  ・令和８年４月９日   越谷アルファーズとの打合せ 

  ・令和８年４月１７日  第 14 回越谷市部活動地域展開検討会(今年度の取組、推進会議に向けて) 

  ・令和８年４月２３日  県部活動指導員活用事業事務研修会 

  ・令和８年５月１１日  バスケット専門委員長へのモデル事業説明 

  ・令和８年５月１８日  バドミントン、レディースバドミントン連盟との話合い 

  ・令和８年５月２７日  第６回越谷市部活動地域展開推進会議 
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今年度の取組

①令和８年６月～ 部活動指導員８名配置

⇒令和７年度より５名増員

②令和８年７月～ 新たな地域クラブ活動モデル事業（バスケット）

⇒市内全校、１０回実施予定

（令和７年度：１１校、１０回実施）

③令和８年１０月～地域運動部活動推進事業

⇒３校１５部活動実施予定

（令和７年度：１校５部活動）

④令和８年 市陸上競技協会の取組 →モデル事業へ

⑤令和８年 市剣道連盟の取組

新たな地域クラブ活動モデル事業（バスケット）

 越谷アルファーズと連携した取組

 月１回程度（年間１０回）土日の部活動をアルファーズが指導
する。

 モデル事業を実施する週の土日は、原則部活動を実施しない。

 モデル事業に顧問教員は同席しない。

 参加生徒は、現地集合、現地解散

→教員の土日の部活動指導の負担軽減

 近隣の３～４校を１校に集め、実施する。

 越谷アルファーズ試合観戦招待（２回程度）
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令和７年度実施後アンケート（教員）

令和７年度実施後アンケート（教員）
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令和７年度実施後アンケート（教員）

令和７年度実施後アンケート（教員）
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令和７年度実施後アンケート（教員）
ID 今後部活動の地域展開を進めるにあたって、御意見等ありましたら、お願いいたします。

1
月に1度の練習会があることで、顧問としての負担がだいぶ減ったことを実感しています。全10回の活動でしたが、回数を増やすことで、どんどん負担が軽減されると
思います。
1年間、ありがとうございました。

2 チーム競技なのである意味土日はまとまって練習できる貴重な機会なのかもしれませんが、大変助かっております。ありがとうございます。

3
今年度も地域クラブ移行への取り組みありがとうございました。
北ブロック・中央ブロックなど、一つの中学校に一つの部活という形にとらわれず、いくつかの学校から生徒を集めて活動するという形は、指導者や生徒数の減少へ
の対応策として有効だと感じています。他の競技でも同様の動きが進んでいってほしいと思います。

4
アルファーズの練習会が土日にある場合、参加していない生徒が活動ができず制限されている。
柔軟な対応ができるようにしてほしい。

5
部活動から地域クラブに移行中とのことで兼ね合いが難しいところがあるかと思いますが、「地域クラブがある日に部活動をやってはいけない」は、お互い強制される
ものではないのかなと思っています。その日に休めるのはありがたいのですが、その表記はモヤモヤします。(もし重要な大会直前で練習をやっておきたいこともあ
るかもしれないので。)

6

今年度、大変お世話になりました。本事業は、とても良いことだとは思いますが、ブロックが複数あることで、活動時間が９０分という短い時間での練習であることか
ら、技術習得にはなかなか難しいかなと思います。参加人数も２０人前後であることから、ブロックをもう少しまとめ、活動時間を増やした方が良いと思います。アル
ファーズ側も、コーチ振り分けに苦慮しているところもあるので、ブロックを減らせば改善できるのではないかと思います。もっと言えば、総合体育館のメインコートで、
市内一斉に行えるとより一層、充実した活動ができるのではないかと思いました。

7 活動の時間が1時間30分なので、もう少し増やしていただけると嬉しいです。

8
指導していただけるのは大変ありがたいです。ただ、月1回ほどの指導だと目標を持って部活動に取り組む生徒たちにとって有意義な活動にすることは難しいかもし
れません。

9 専門的な指導をアドバイスいただけるなどすると、ありがたいと思いますり

10
現時点では、練習や集まった生徒内のミニゲームなどが行われていると伺っています。
部活を指導している中で、練習中での生徒の成長はもちろんですが、試合などのより強度の高い場面での成長も大きいと感じているため、今後ブロックを越えた交
流や、ブロック対抗戦のような形式が実現できれば、バスケットボールの能力向上や、中学生たちの更なる成長が期待できると感じています。

11 移行するのであれば一気に進めていただくように進めていただけると顧問も生徒たちも納得しやすいと思います。
12 今回のように、専門の方が単独で指導できる環境が早く整ってくれると助かります。
13 なるべく早く進めていただけるとありがたいです。
14 せめて土日だけでも、教職員が部活動から解放されるように、市教委には急いで対応してもらえたらと思います

15
部活動の地域展開を進めるにあたり、越谷市としての方向性を保護者だけでなく教職員にも説明会等で知らせてほしい。4月の新入生オリエンテーションや部活動
保護者会、新入生説明会で部活動加入の連絡として正確な情報を保護者に伝えることができるため。

令和８年３月 アルファーズとの打合せ①

令和８年４月 校長会での周知

アルファーズとの打合せ②

令和８年５月 越谷市バスケ専門部委員長への説明

アルファーズとの打合せ③

市内バスケ部顧問への説明会

顧問の指導希望調査、会場提供調査

部活動地域展開推進会議にてアルファーズによる説明

令和８年６月 保護者説明会（オンライン）

生徒、保護者向け参加希望調査

ブロック決定

令和８年７月～ 事業開始

令和８年度のスケジュール
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令和８年度越谷市における新たな地域クラブ活動モデル事業実施要項（案） 
 

 

１ 事業の趣旨 

  越谷市内中学校において、バスケットボール部の生徒がバスケットボールの楽しさや

喜びを味わい、中学生年代における豊かなスポーツ経験の一助とする。 

  また、新たな「地域クラブ活動」の実施に向けて、越谷市教育委員会、越谷アルファ

ーズが一体となり、越谷市内の中学校において、実証モデル事業を実施し、学校部活動

が地域クラブ活動へ移行した際の問題点を明らかにし、今後の越谷市の地域クラブ活動

実施の際の一助とする。 

 

２ 事業の概要 

（１）主 催 越谷アルファーズ、越谷市教育委員会 

（２）形 態 「地域クラブ活動」のモデルケースとして実施する。 

（３）対 象 越谷市内中学校バスケットボール部の１、２年生の希望者 

（４）定 員 １会場につき男子５０名程度、女子５０名程度（１指導者担当２５名程度

×２コート） 

（５）会 場 市内中学校体育館 

       ※原則、月１回の開催で持ち回りとする。 

       ※市内中学校を４ブロックに分け、実施します。ブロック分けは、参加生

徒数が確定次第、設定します。 

（６）期 間 令和８年７月～令和９年３月（９月を除く）の週休日のうち月１回１時間

半（予定）×２回（原則） 

全１０回を予定 

※８、１２月は月２回の活動とする。 

（７）費 用 年間５，８００円（傷害保険費用を含む） 

（８）指導者       氏（越谷アルファーズ U18ＨＣ） 

  氏（越谷アルファーズ U15GirlsＡＣ）等 

（９）その他 

  ①活動には部活動顧問は原則同席しません。 

※指導を希望する教員については、兼職兼業届を出し、アルファーズの指導者と一 

緒に活動することも予定しております。 

  ②上記活動日の週の土日は、学校での部活動は原則実施しません。 

  ③参加費は振込（手数料は保護者負担）となります。保護者説明会にてお伝えします。 

  ④傷害保険の内容については、保護者説明会にてお伝えします。 

⑤会場への移動については、現地集合、現地解散となります。駐車場の確保ができな 

いため、公共交通機関か自転車での来場をお願いします。自転車で来場する際は、 

ヘルメットの着用をお願いします。 

  ⑥生徒が活動中に怪我をした際には、応急処置は会場にて行います。救急搬送につい

ては、運営スタッフが対応します。医療機関への受診が必要と考えられる場合には、

保護者の方にご連絡いたします。後日、運営より保険の手続きのご案内をします。 

  ⑦活動日の出欠の確認及び中止連絡等のため、「スポあんアプリ」への登録をお願いし

ます。 

⑧活動の様子を写真や動画で撮影することがあります。 

撮影したものは県や越谷市、越谷アルファーズのホームページ等に掲載することが 

あります。 

  ⑨モデル事業であるため、主催関係者等が見学することがあります。 

  ⑩保護者の方も見学することが可能です。来場の際は公共交通機関か自転車でお越し



ください。 

  ⑪生徒、保護者、学校関係者の皆様にはアンケートをお願いします。 

  ⑫日程及び会場は現時点のものであるため、今後変更となる場合があります。 

 

３ 活動内容 

  越谷アルファーズは、埼玉県越谷市に拠点をおくプロバスケットボールチームです。 

昨年度に引き続き、「新たな地域クラブ活動モデル事業」に参画をすることになりま 

した。 

１回の活動は、（男子、女子各）約１時間半程度（予定）を予定しております。 

  プロの指導者による基礎練習、チーム練習、試合形式など。 

技術向上だけでなく、主体性、協調性、リーダーシップなど選手の心の指導にも尽く 

します。 

 

４ 指導者略歴 

氏 

2021- 茨城ロボッツ U15AC 

  2022- 茨城ロボッツ U15HC 

  2023- 越谷アルファーズ U18HC 

 

氏 

2024- 岩手ビッグブルズアカデミーコーチ 

2025- 立川ダイス U15女子 HC 

越谷アルファーズ U15Girls AC 

2026- 越谷アルファーズ U12HC 

 

 



部活動指導員と外部指導者の違い

• 部活動指導員

単独で専門的な技術指導を行うことができる。単独で練習試合や大会
への引率、指導、監督ができる。顧問教員の同席が必要ない。

身分：会計年度任用職員

• 外部指導者

顧問教員の指導方針の沿った専門的な技術指導の補助を行う。単独で
の指導、練習試合や大会への引率はできない。顧問教員の同席が必要。

身分：学校協力者

令和８年度部活動指導員配置状況

（１）配置校、部活

①北中：サッカー部（令和６年度より継続配置）

②武蔵野中：女子バレー部（令和６年度より継続配置）

③富士中：剣道部（令和７年度より継続配置）

④東中：剣道部（新規）

⑤北陽中：水泳部（新規）

⑥平方中：ソフトボール部（新規）

⑦大袋中：サッカー部（令和６年度配置あり）

⑧大相模中：剣道部（新規）

1

2
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 地域運動部活動推進事業業務委託仕様書 

 

１  件名 

地域運動部活動推進事業業務委託  

 

２  履行場所 

  越谷市立中学校３ 校 

 

３  履行期間  

契約締結日から 令和９ 年１ 月３ １ 日（ 日） まで 

 

４  事業の概要  

令和２ 年９ 月にスポーツ庁より 公表さ れた「 学校の働き 方改革を踏まえた部活動改革」

において、 令和５ 年度以降、 休日の部活動を段階的に学校教育から 切り 離し 、 地域のスポ

ーツ活動に移行すると いう 方策が示さ れている。   

越谷市では、 生徒にと っ て望まし い持続可能な部活動と 学校の働き 方改革の実現を 図

るこ と を 目的と し 、 越谷市立中学校における休日の部活動の地域移行（ 連携） について、

課題等を 整理・ 検証するこ と で、生徒にと っ て望まし い持続可能な部活動と 学校の働き 方

改革の実現を 図る。   

 

５  業務内容  

本業務に関する詳細は以下のと おり と する。   

（ １ ） 基本業務  

越谷市内の中学校の休日の運動部活動に指導員を 配置し 、 所属する生徒へ指導を 行

う と と も に、 指導員への報酬を支払う 。 また、 部活動の指導において必要と なる事項に

ついて、 下記のと おり 実施するこ と 。   

①配置部活動： 市内中学校３ 校 合計１ ５ 部活動 

②配 置 人 数： １ 部活動につき ２ 名以上と する。 人数の上限は設けない。 １ 部活動につ

き ２ 名以上の登録も 可と する。やむを得ない事情が生じ た場合には、越

谷市と 協議の上、 登録外の指導者と の交代の許可を 得るこ と 。  

③活 動 日： 契約締結日以降で、 越谷市が指定する土曜日、 日曜日または祝日（ 国民

の祝日に関する法律に規定する休日）、 及び冬期休業日の部活動練習日 

計２ ４ ０ 回（ 各部活動１ ６ 回程度×１ ５ 部活動）   

※土日のどち ら かにおいて、 学校部活動と し て大会に参加する 場合は

基本的には本業務の指導日の対象外と する が、 平日部活動の指導を

行う 顧問と 協議の上、同伴するなどの場合は、本業務と し てみなす。  
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  ④活 動 時 間： 生徒と 共に活動する 時間は準備・ 片付けも 含めて１ 日３ 時間以内、 運営

スタ ッ フ が行う 準備・ 片付けの時間は１ 時間以内と する。 なお、 活動の

時間帯を 学校と 協議し 、 生徒を 日没までに帰宅さ せるこ と 。  

⑤業務の流れ： 活動日の業務の流れは下記を標準と するこ と 。活動終了後は参加生徒を

一堂に集め、下校さ せるこ と と し 、下校の方法は学校と 調整するこ と 。  

※土日のどちら かにおいて、練習試合を 実施する場合は、生徒への引率

及び指導を 行う も のと する。  

            ＜業務の流れ（ 標準例） ＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥学校施設及び物品の使用について 

ア 施設の使用 

（ ア） 受注者は、 活動に必要な学校施設について校長の許可を 得て使用するこ と が 

でき るも のと する。  

※使用する施設の想定 

・ 参加生徒や運営スタ ッ フ の動線と なる門、 脱履場（ 土間） 、 廊下、 階段、  

ト イ レ 及び手洗い場等 

・ 本業務と し て利用する時間帯の運動場及び体育館、 部室等 

（ イ ） 施設の使用にあたっ ては、 事業の実施により 、 施設の構造、 建築材その他の箇 

所について、 剥離、 損耗、 滅失等による機能や安全性、 美観を 損なう こ と がな 

いよう 、使用方法に留意すると と も に、活動の前後に点検を行い、施設の維持・  

管理に努めるこ と 。  

（ ウ） 事業の実施に必要な施設の鍵は、 学校の指示に従い、 適切に管理するこ と 。  

イ  物品の使用 

（ ア） 活動は原則と し て学校の物品を 使用し て行い、 シュ ーズ等、個人で使用する物 

① 活動前に統括責任者に生徒の出欠その他必要事項の確認、 自身の体調確認 

↓         ①´ 会場への引率 

② 活動準備（ 施設や用具の安全点検等も 含む）  

↓ 

③ 生徒の点呼（ 出欠確認） を 行い、 活動を実施 

↓ 

④ 片付け、 生徒の着替え、 生徒を集合さ せて下校 

↓         ④´ 所属校への帰校引率 

⑤ 名簿の保管、 施設の消灯・ 施錠 

↓ 

⑥ 統括責任者への報告（ 生徒の出欠、 ケガやト ラ ブル、 生徒から の意見等）  

※緊急の場合は速やかに統括責任者に報告するこ と  
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を 除き 用具の購入等を 生徒又は保護者に求めないこ と 。 学校物品の使用にあ 

たっ ては、 事前に校長の許可を得るこ と 。  

（ イ ） 受注者は、 活動の物品購入のための学校予算の範囲内で、 活動に必要な物品の 

購入を学校に依頼する こ と ができ る。依頼にあたっ ては、事前に学校と 調整を 

行う こ と 。  

⑦安全管理 

ア 安全な活動の実施 

受注者は、生徒の安全が確保さ れるよ う 、活動の実施に必要な設備及び物品等の 

安全点検を実施すると と も に、生徒の健康状態や個人差に十分配慮し 、体罰や各種 

ハラ スメ ント の無い、 適切な活動を行う こ と 。 運営スタ ッ フ は、生徒の言動に注意 

し 、部活動においていじ め、虐待の兆候がある場合には統括責任者を通し て学校に 

相談し 、 連携し て対応する こ と 。  

イ  事故やけがへの対応 

（ ア） 事故やケガが発生し た場合の対応については、 事前に学校と 協議し 、 必ず運営 

スタ ッ フ で迅速に対応するこ と 。  

（ イ ） 活動時は、 応急措置に必要な物品を 備えた救急セッ ト を 常備するこ と 。  

（ ウ） 生徒を活動場所から 他の場所へ移動さ せる場合は、必ず運営スタ ッ フ が付き 添 

い、 生徒と 共に待機するこ と 。  

（ エ） ケガの程度により 、 必要に応じ てタ ク シーなどで医療機関に搬送するこ と 。こ  

の場合、 統括責任者から 当該生徒の保護者及び本市指導課長へ連絡し 、 医療機 

関等の関係機関と 協力し て対応にあたるこ と 。 救急隊を 要請し た場合は、 本市

指導課長へ連絡するこ と 。 また一連の対応後、 速やかに本市指導課長に報告す

るこ と 。  

（ オ） 生徒への付添のため、 運営スタ ッ フ が欠ける 場合など、 安全な指導ができ る体 

制が組めない場合はも う １ 人の運営スタ ッ フ は直ちに活動を 中断するこ と 。  

救急隊の同行等により 当該状況が長時間継続するこ と が見込まれる場合は、  

活動を中止し 、 保護者に連絡し た上で、 参加生徒を 安全に下校さ せるこ と 。  

（ カ ） 事故やケガ発生の事後においても 、 経過や対応の報告、 傷害保険及び賠償保険 

の手続き の支援など、保護者への対応を誠実に行い、円滑かつ速やかな事案の 

収束を図るこ と 。  

ウ 熱中症対策 

（ ア） 熱中症予防のため、 生徒の健康状態や個人差に十分配慮し 、 活動前に適切な水 

分補給を 行う と と も に、 必要に応じ て水分や塩分の補給ができ る環境を 整え 

るこ と 。また、活動中や活動終了後にも 適宜水分補給を 行う こ と 等の適切な措 

置を 講じ るこ と 。  

（ イ ） 活動時は WBGT（ 湿球黒球温度） 値の測定器を 各校に常備し 、 活動前及び活動 
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中に WBGT 値を適宜確認するこ と 。  

（ ウ） WBGT 値に応じ 、 公益財団法人日本スポーツ協会の定める運動指針等に基づい 

た対応を 行う こ と 。また、熱中症警戒アラ ート が発表さ れた場合には活動を中 

断するこ と 。  

エ 災害時の対応 

（ ア） 災害が発生し た際は、 災害発生状況や被害状況の把握に努め、 学校と も 連携を 

図り ながら 、 生徒の安全を 考えた適切な対応に努めるこ と 。  

（ イ ） 落雷事故対策 

運営スタ ッ フ は落雷の危険性を認識し 、 事前に天気予報を 確認すると と も に、 

天候の急変などの場合はためら う こ と なく 計画の変更・ 中止等の措置を 講ず 

るこ と 。 また、 雷鳴が聞こ える と き は速やかに生徒を 安全な場所（ 校舎内等）  

に避難さ せるこ と 。  

（ ウ） 暴風・ 大雨等への対策 

a 活動実施前に「 暴風・ 暴風雪警報」 「 特別警報」 「 避難指示」 の１ つでも 発 

令又は発表さ れている場合 

（ a）  午前６ 時までに解除さ れないと き は、 午前中の活動は中止するこ と 。  

（ b）  午前１ １ 時までに解除さ れたと き は、 学校と 相談の上、 午後の活動につ 

いて、 実施又は中止を 判断するこ と 。  

（ c）  午前１ １ 時を 過ぎても 解除さ れないと き は、当日の活動を 中止するこ と 。  

b 活動実施中に「 暴風・ 暴風雪警報」 「 特別警報」 「 避難指示」 が発令さ れた 

場合直ちに活動を 中止し 、 参加生徒を安全な場所で待機さ せるこ と 。 参加生 

徒の安全を第一に考え、 学校と 相談のう え、 参加生徒の帰宅方法を あら かじ  

め定め、 保護者に周知し ておく こ と 。  

c 気象庁の予報等を 確認し 、 こ れら の警報等の発令の恐れがある場合は、 あら  

かじ め活動の中止を 検討する等の対応を講じ るこ と 。  

（ エ） 地震への対策（ 市域で震度５ 弱以上の地震が発生し た場合）  

a 活動開始前に発生し たと き は、 活動を中止するこ と 。  

b 活動中に発生し たと き は、 直ちに活動を中止し 、 参加生徒を 安全な場所まで 

避難さ せるこ と 。  

（ オ） その他 

光化学スモッ グや PM 2.  5 の発生等、 受注者が活動に支障があると 判断し た 

場合は、 活動内容の変更又は活動の中止等の措置を 講じ るこ と 。  

（ カ ） ⑦エ（ イ ） から（ オ） に関わら ず、 学校が必要と 認める対策については、 学校 

と 調整し 実施するこ と 。  

オ 緊急下校の対応 

受注者はあら かじ め学校周辺の交通状況等を確認し ておき 、災害発生時等、緊急
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に生徒を 下校さ せる必要が生じ た場合は、 運営スタ ッ フ も 引率に加わっ て安全に

下校さ せるこ と 。  

カ  感染症対策 

（ ア） 新型コ ロナウイ ルス感染症拡大防止のため、 国、 本市、 日本スポーツ協会及び 

競技連盟や団体の感染症対策ガイ ド ラ イ ン等に基づく 対策を徹底するこ と 。  

（ イ ） その他の感染症への対策についても 、 適宜実施するこ と 。 また、 本市から 指示 

する対策についてはこ れに従う こ と 。  

⑧活動中止の場合の対応 

ア 中止の決定 

悪天候等により 活動が実施困難であると き は、 受注者の判断で、 活動を中止する

こ と ができ る。活動中止の決定は、原則と し て活動開始の２ 時間前までに行う こ と 。  

イ  中止の連絡 

活動中止を 決定し た場合は、 受注者から 保護者に連絡を行う こ と 。  

⑨保護者への各種連絡等 

ア 保護者への連絡 

（ ア） 保護者への連絡は原則と し て統括責任者から 電話又は電子メ ールで行う こ と 。 

また、本市の許可を 得て、アプリ ケーショ ンソ フ ト による一斉配信等の措置を 

講じ るこ と ができ る。  

（ イ ） 連絡を行う 電話等の情報機器は、受注者が契約する社用の機器を 使用するこ と  

と し 、 個人所有の機器への参加生徒及びその保護者の個人情報を登録するこ  

と を 禁止する。社用の情報機器にはパスワード によるロッ ク など、個人情報保 

護対策を 必ず行う こ と 。  

（ ウ） 保護者を 含む複数の宛先にメ ールを 送信する際は、 必ず BCC 欄を使用すると  

   と も に、内容又は宛先に誤り がないよう 複数人でチェ ッ ク を するなど、情報漏 

   洩やト ラ ブル防止のための最大限の対策を実施するこ と 。  

イ  保護者から の連絡等対応 

（ ア） 保護者から 受注者への連絡及び問い合わせは、統括責任者又は事務所で受ける 

こ と 。 統括責任者の使用する社用電話及び事務所の電話を 連絡及び問い合わせ 

先と し て保護者等へ周知するこ と 。  

（ イ ） 本業務の活動時間を 含む日中は、 保護者から の連絡や問い合わせを受け、 即時 

対応でき る体制を 整えるこ と 。 また、 参加生徒の下校後最低１ 時間は、 保護 

者等から の連絡や問い合わせに迅速に対応でき る体制を整える こ と 。  

ウ 保護者説明会（ オンラ イ ン）  

活動開始前に、 各校の保護者に対し 、 運営体制や活動内容、 参加手続き 等に関す

る説明会を実施するこ と 。説明会に参加でき なかっ た保護者に向け、オンデマンド

による配信を 実施するこ と 。 説明会の実施時期、 内容等に関し ては、 本市と 協議す
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るこ と 。  

⑩保険手続き  

ア 保険加入手続き  

（ 公財） スポーツ振興センタ ーの災害共済給付（ 医療費、 障害見舞金または死亡

見舞金の支給） と 同等以上と 本市が認める 内容の傷害保険及び賠償責任保険に生

徒を 加入さ せ、 保険申込手続き 、 保険の契約、 保険料の納付等事務を行う こ と 。  

イ  保険請求手続き  

生徒が加入する保険の請求について、受注者は必要な手続き を 行う と と も に、保

護者が行う 手続き を 支援する など、 保護者が速やかに正当な補償を 受けら れる よ

う 誠実に対応するこ と 。  

⑪事業報告等 

ア 事業報告書の提出 

受注者は事業内容を 明ら かにし た事業報告書を 、 活動終了後速やかに本市に提

出するこ と 。事業報告書には、生徒の参加状況、事業期間を通し た活動の実施状況、

事故等の集計、学校施設使用状況、運営スタ ッ フ の配置状況及び研修実施状況等に

ついて記載するこ と 。  

なお、事業報告書及びその他の報告書は非公開情報を 除き 、情報公開の対象と な 

るので留意するこ と 。  

イ  実績報告書の提出 

受注者は、 各月の運営スタ ッ フ の勤務状況及び活動実績（ 生徒参加状況、 活動日

時、 試合等参加日、 事故・ 苦情・ その他のト ラ ブル等に関する報告等） を当該月の

翌月５ 日までに実績報告書により 報告するこ と 。  

ウ 受注者は、本市が本業務に関し 必要な情報等の提供を 求めた場合には、速やかに 

書面又は電子データ により 提供するこ と 。  

⑫その他 

ア  禁止行為 

事業の運営にあたり 、受注者及び受注者に雇用又は業務を 委託さ れた者は、政治

的活動及び宗教活動を 禁止する。  

イ   苦情処理 

保護者等から の要望や苦情（ 以下「 要望等」 と いう 。 ） に迅速かつ適切に対応す

るこ と 。 要望等への対応者（ 統括責任者） の氏名及び連絡先電話番号を活動計画に

明記し 、 連絡・ 相談体制の整備を 図るこ と 。 また、 対応が困難な要望等があっ た場

合は、 速やかに本市及び学校に連絡し 、 対応を 協議するこ と 。  

 

（ ２ ）  調査業務 

①業務内容 
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ア  休日部活動の管理運営業務の実施に係る成果と 課題の整理 

（ ア） 業務の実施に係る成果の整理 

休日部活動の管理運営業務の実施による成果について整理する こ と 。  

（ イ ） 運営に係る課題の整理 

休日部活動の管理運営業務を 実施する中で発生し た、 または発生するこ と が 

想定さ れる、 運営上の課題について整理するこ と 。  

（ ウ） 運営体制に係る課題の整理 

休日部活動の管理運営業務を 実施する中で発生し た、 または発生するこ と が 

想定さ れる、 運営体制上の課題について整理するこ と 。  

（ エ） 事業の拡大可能性に係る課題の整理 

休日部活動の事業の拡大可能性、 または拡大するための課題について整理す 

るこ と 。  

（ オ） 課題整理にあたっ ての留意点 

上記（ イ ） （ ウ） （ エ） の課題整理にあたっ ては次の点に留意するこ と 。  

・ 学校の活動と し て行われる平日部活動と の連携 

・ 教育活動の一貫と し て行われる部活動における生徒指導 

・ 事故等発生時の対応 

・ 学校と の連携 

・ 保護者と の連携 

・ 大会・ 練習試合等参加時の監督、 引率 

・ 指導者の確保 

・ 運営主体の確保 

・ 事業経費の抑制 

②調査報告書の作成 

受注者は調査業務結果を明ら かにし た調査報告書を 、業務終了後、速やかに本市に提

出するこ と 。 また、 履行期間中に中間報告を 提出するも のと し 、 その提出時期や内容に

ついては本市の指示に従う こ と 。  

 

６  管理運営業務にかかる配置人員 

（ １ ） 職種別活動内容及び配置数 

職種 配置数 業務内容 

統括責任者 １ 名 〇本市と の連絡調整 

〇学校と の連絡調整 

〇毎月の活動計画の作成、 提出 

〇試合等への参加にかかる調整 

〇活動中止の判断 
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〇活動中の事故やけがへの対応及び報告 

〇参加生徒の保護者への連絡調整 

〇指導状況確認（ 週 1 回程度は行う こ と 。 ）  

〇使用する学校施設及び物品に関する調整、管理 

〇部活動指導者の管理監督 

・ 部活動指導者への指導、 資質向上 

・ 部活動指導者間の情報交換、 共通理解の形成 

・ 部活動指導者の勤退管理 

・ 部活動指導者の急な欠員補充対応 

部活動指導者 １ 部活につき  

２ 名以上 

〇部活動の指導 

・ 当日の指導内容の計画・ 指示 

・ 生徒の活動への出欠状況把握 

・ 生徒への指導及び安全管理（ 下校指導を 含む） 

・ 学校外で活動を 行う 場合の引率及び監督等 

・ 活動中の事故やけがへの対応及び報告 

〇部活動指導者間の協力 

・ 統括責任者と の連絡調整 

・ 指導者間の情報共有 

 

（ ２ ） 実施体制 

   統括責任者及び運営スタ ッ フ には、 次表の要件を満たす者を 配置するこ と 。  

職種 要件 

統括責任者 受注者の常勤雇用者である者で、日中や活動時間中等は必ず保護

者から の連絡が取れ、 必要に応じ て迅速に現地対応ができ る者 

部活動指導者 ・ 指導種目の競技経験がある者 

・ 学校の部活動または地域での指導経験がある者 

 

 

（ ３ ） 勤務時間 

総括責任者、 運営スタ ッ フ の１ 日当たり の勤務時間は以下の通り と する。  

職種 １ 日あたり の勤務時間数 

統括責任者 ４ 時間まで（ 試合等は８ 時間まで）  

部活動指導者 ４ 時間まで（ 試合等は８ 時間まで）  

※総括責任者の勤務時間数については、 人件費と し て計上する時間数を 示す。  

※運営スタ ッ フ の勤務時間には、 準備、 片付け、 下校の指導等に要する時間を 含む。  
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（ ４ ） 給与・ 謝金等 

運営スタ ッ フ の給与等については、 受注者の就業規則等により 定めるこ と 。 なお、本

業務はスポーツ庁委託事業であるため、運営スタ ッ フ の給与等、実出勤日、実勤務時間、

実支払額並びに活動日及び活動時間等の事業実施状況の分かる書類（ 就業規則、出勤簿、

勤務時間管理簿、 事業日報、 給与・ 謝金等台帳（ 支払明細） 等） の提出を求めるこ と が

ある 。また、 こ れら の書類は、 事業完了の日の属する年度の終了後５ 年間は保存するこ

と 。  

 

（ ５ ） 交通手段 

運営スタ ッ フ は、自動車での通勤及び学校敷地内への駐車を希望する場合は、事前に

学校に連絡するこ と 。  

 

（ ６ ） 研修 

運営スタ ッ フ には下記の内容例の事項を 含む研修を １ ０ 時間程度実施し 、 能力の向

上に努めるこ と 。  

【 内容例】  

「 越谷市立中学校部活動ガイ ド ラ イ ン」 の遵守、 本業務の趣旨、 学校と の分担・ 連

携、 指導者の役割、 生徒と の接し 方、 体罰等の防止、 安全管理、 アレルギー対応、

種目の指導案作成、 マネジメ ント 、 指導実技等 

 

（ ７ ） 事務所の指定 

受注者は生徒の緊急連絡先、 保険関係書類等の保管及び各書類を 使用し た事務等を

行う ため、 事務所を指定し 本市へ報告する。  

※各種書類は、 事故が発生し た際等に統括責任者が速やかに必要な内容を確認及び 

活用でき るよ う にし ておく こ と 。  

 

７  その他 

（ １ ）  完了報告・ 支払方法 

①越谷市指定様式において、 事業終了後月ごと に翌月５ 日までに完了報告書を 提出す 

る こ と 。  

②支払方法は完了払（ 毎月払） と し 、 発注者が請求書を 受理し た日から ３ ０ 日以内に支 

払う も のと する。  

（ ２ ） 本市への報告 

受注者は、 以下の各号に掲げる場合、 速やかに本市に報告する こ と 。  

①本業務の実施中に事故が生じ た場合 

②本業務の履行にあたり 、学校及びその他の施設若し く は物品を滅失し 、又は毀損し た 
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場合 

③本業務において、 参加生徒に傷病があっ た場合 

④保護者等から 要望等があっ た場合 

⑤事業計画の重要な部分を 変更する場合 

⑥その他本市の指示する事項 

 

（ ３ ） 実地調査等 

①本市は、 本業務及び経理の状況、情報管理体制に関し 報告を 求め、 実地について調査 

し 、 又は必要な指示を するこ と ができ る。 その際、 受注者は書類の提出、 開示及び説 

明を 行う 等、 積極的に協力するこ と 。  

②受注者は、 仕様書及び企画提案書等に沿っ て適正に遂行さ れているかどう かについ 

て自己点検を 行う こ と 。点検結果及びその内容に対し 、本市は提出内容及び時期等に 

ついて受注者に指示する。  

③本市は、 受注者が法令・ 契約書等を 遵守し ない場合、 又は仕様書及び企画提案書等に 

沿っ た運営を 行っ ていない場合は、 業務改善を 指示する。 こ の場合、 受注者は改善計 

画書をすみやかに提出すると と も に、 適切な対応を し なければなら ない。  

 

（ ４ ） 監査等 

本市の本業務にかかる監査等の対象と なる場合において、 受注者は説明を求めら れ、

調査の対象と なり 、 帳簿書類その他の記録の提出を 求めら れた場合は、 本市の指示に

従い対応を図ると と も に、 説明資料の作成等に協力するこ と 。 また、 本業務にかかる

業務の証拠書類については、 事業完了の日の属する年度の終了後５ 年間保管し ておか

なければなら ない。  

 

（ ５ ） その他 

①本業務の履行にあたっ ては、本市と 密接に連絡を 取ると と も に、本仕様書及び契約書

に定めのない事項並びに履行上の疑義については、 越谷市契約規則その他関係法令

の規定によるほか本市と 受注者の協議により 定めるも のと する。  

②受注者は、本仕様書に記載さ れていないこ と で、本業務を 行う 上で本市が必要と 認め

たこ と については本市と の協議に応じ るこ と 。  
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動
の

推
進

等
に

関
す

る
総

合
的

な
ガ

イ
ドラ

イ
ン」

の
概

要
（

主
な

内
容

）

令
和

５
年

度
〜

７
年

度

「
改

革
推

進
期

間
」

改
革

期
間

令
和

８
年

度
〜

10
年

度
「

改
革

実
行

期
間

」
（

前
期

）
令

和
11

年
度

〜
13

年
度

「
改

革
実

行
期

間
」

（
後

期
）

改
革

の
理

念
等

取
組

方
針

改
革

実
行

期
間

内
に

、原
則

、全
て

の
学

校
部

活
動

に
お

い
て

地
域

展
開

の
実

現
を

目
指

す
※

現
時

点
で

着
手

して
い

な
い

地
方

公
共

団
体

に
お

い
て

も
、前

期
の

間
に

確
実

に
休

日
の

地
域

展
開

等
に

着
手

（
中

山
間

地
域

や
離

島
等

で
地

域
展

開
が

困
難

な
場

合
に

は
、当

面
、部

活
動

指
導

員
の

配
置

等
を

推
進

）
各

種
課

題
を

解
決

し
つ

つ
、更

な
る

改
革

を
推

進
（

ま
ず

は
、国

に
お

い
て

実
現

可
能

な
活

動
の

在
り方

等
を

検
証

）

【中
間

評
価

】

休
日

平
日

●
急

激
な

少
子

化
が

進
む

中
で

も
、将

来
に

わ
た

って
生

徒
が

継
続

的
に

ス
ポ

ー
ツ

・文
化

芸
術

活
動

に
親

し
む

機
会

を
確

保
・充

実
●

障
害

のあ
る生

徒
や

運
動

・文
化

芸
術

活
動

が苦
手

な
生

徒
等

を含
め、

全
ての

生
徒

が
希

望
に応

じて
多

種
多

様
な

活
動

に参
加

で
きる

環
境

を整
備

●
地

域
クラ

ブ活
動

にお
いて

は
、学

校
部

活
動

が
担

って
きた

教
育

的
意

義
を継

承
・発

展
させ

つつ
、地

域
全

体
で支

える
こと

によ
る新

たな
価

値
を創

出

地
域

展
開

の
円

滑
な

推
進

に
当

た
っ

て
の

対
応

認
定

制
度

競
技

力
向

上
を主

目
的

とし
たチ

ーム
・ス

クー
ル等

との
区

別
や

質
の担

保
等

のた
め、

国
が

示
す

要
件

等
に基

づ
き、

市
区

町
村

等
が

地
域

クラ
ブ

活
動

の
認

定
を行

う仕
組

み
を構

築
【呼

称
】 「

認
定

地
域

クラ
ブ活

動
」

【想
定

され
る認

定
の

効
果

】 公
的

支
援

（
財

政
支

援
、学

校
施

設
の

優
先

利
用

等
）

、大
会

・コ
ンク

ー
ル

へ
の

円
滑

な
参

加
等

【主
な

要
件

】
活

動
時

間
（

平
日

は
1日

2h
程

度
以

内
、休

日
は

1日
3h

程
度

以
内

）
/ 休

養
日

（
週

2日
以

上
、休

日
の

み
活

動
の

場
合

は
土

日
どち

らか
）

/
低

廉
な

参
加

費
/ 指

導
体

制
（

日
本

版
DB

S活
用

を含
め

た不
適

切
行

為
の防

止
徹

底
、指

導
者

研
修

・登
録

等
）

/ 安
全

確
保

/ 学
校

等
との

連
携

部
活

動
の

在
り

方
●

適
切

な
運

営
の

た
め

の
体

制
整

備
（

部
活

動
に

係
る

方
針

策
定

、部
活

動
指

導
員

等
の

配
置

や
合

同
部

活
動

の
実

施
、勤

務
時

間
管

理
・業

務
改

善
等

）
●

適
切

な指
導

及
び安

全
・安

心
の確

保
（

暴
力

・暴
言

・ハ
ラス

メン
ト・

いじ
め等

の不
適

切
行

為
の根

絶
、事

案
発

生
時

の迅
速

な
対

応
・再

発
防

止
、過

度
な練

習
等

の防
止

等
）

●
適

切
な

活
動

時
間

・休
養

日
等

の
設

定
●

生
徒

の
ニー

ズ
を

踏
まえ

た
ス

ポ
ー

ツ・
文

化
芸

術
環

境
の

整
備

推
進

体
制

国
とし

ての
取

組
方

針
の

提
示

・地
方

公
共

団
体

へ
の

支
援

・周
知

広
報

等
/ 都

道
府

県
の

リー
ダー

シ
ップ

/ 市
区

町
村

等
が

改
革

の
責

任
主

体
/ 

専
門

部
署

の
設

置
・コ

ー
デ

ィネ
ー

ター
の

配
置

/ 生
徒

が
所

属
す

る中
学

校
等

との
連

携
/ 関

係
団

体
等

・大
学

・民
間

企
業

との
連

携
等

各
種

課
題

へ
の

対
応

ニ
ー

ズ
反

映
・

参
画

促
進

等
生

徒
等

のニ
ー

ズ
の

把
握

・反
映

/ 地
域

クラ
ブ活

動
へ

の
参

加
促

進
の

ため
の

情
報

提
供

等
（

体
験

会
の

開
催

、入
学

説
明

会
等

で
の

オリ
エン

テー
シ

ョン
、ポ

ー
タル

サ
イト

な
どに

よる
一

元
的

な
情

報
提

供
等

）
/ 生

徒
の

クラ
ブ運

営
等

へ
の

参
画

（
生

徒
同

士
の

話
し合

いな
ど）

①
運

営
団

体
・実

施
主

体
の

体
制

整
備

等
②

指
導

者
の

確
保

・育
成

③
活

動
場

所
の

確
保

(学
校

施
設

の有
効

活
用

等
) 

④
移

動
手

段
の

確
保

  ⑤
生

徒
の

安
全

確
保

⑥
障

害
の

あ
る生

徒
の

活
動

機
会

の
確

保
※

６
項

目
につ

い
て具

体
的

な
取

組
内

容
等

を整
理

大
会

等
の

在
り

方
●

生
徒

の
参

加
機

会
確

保
（

地
域

クラ
ブ活

動
等

の
参

加
促

進
等

）
●

大
会

等
へ

の
引

率
や

運
営

に係
る体

制
整

備
（

教
師

以
外

の
関

係
者

の
参

画
促

進
等

）
●

生
徒

の
安

全
確

保
（

熱
中

症
対

策
等

）
●

大
会

等
の

在
り方

の
見

直
し（

多
様

な
ニー

ズ
を

踏
ま

え
た

大
会

等
の

開
催

等
）

関
連

制
度

従
事

を希
望

す
る教

師
等

の
兼

職
兼

業
の

円
滑

化
（

中
学

校
教

師
だ

け
で

な
く小

学
校

教
師

（
体

育
専

科
等

）
や

高
校

・特
別

支
援

学
校

の
教

師
等

を含
む

）
、

教
師

の
人

事
・採

用
で

の
部

活
動

指
導

力
の

評
価

に
お

け
る

留
意

、高
校

入
試

に
お

け
る

取
扱

い
な

ど

※
学

校
部

活
動

をベ
ー

スと
した

地
域

との
連

携
な

ど、
地

域
の

実
情

等
に応

じた
多

様
な

改
革

を
進

め
てい

くこ
とが

重
要

２
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地
域

ク
ラ

ブ
活

動
に

関
す

る
認

定
制

度
の

概
要

●
国

が
示

す
認

定
要

件
等

に
基

づ
き

、
市

区
町

村
等

が
認

定
を

実
施

●
地

域
ク

ラ
ブ

側
か

ら
の

申
請

を
受

け
、

市
区

町
村

等
に

お
い

て
審

査
の

上
、

認
定

 
認

定
後

も
、

市
区

町
村

等
が

適
切

に
指

導
助

言
等

を
実

施

認
定

ス
キ

ー
ム

認
定

要
件

（
※

）
円

滑
な

実
施

の
観

点
か

ら
、

一
定

期
間

の
経

過
措

置
を

設
け

る
（

原
則

と
し

て
令

和
８

年
度

末
ま

で
）

事
項

主
な

内
容

①
活

動
の

目
的

・
理

念
・

学
校

部
活

動
が

担
っ

て
き

た
教

育
的

意
義

の
継

承
・

発
展

、
生

徒
の

豊
か

で
幅

広
い

活
動

機
会

の
保

障
   

（
選

抜
等

を
行

わ
ず

、
参

加
を

希
望

す
る

生
徒

を
幅

広
く

受
け

入
れ

る
こ

と
を

含
む

）

②
活

動
時

間
・

休
養

日
・

平
日

は
１

日
２

時
間

程
度

以
内

、
休

日
は

１
日

３
時

間
程

度
以

内
・

週
２

日
以

上
の

休
養

日
を

設
定

（
休

日
の

み
活

動
す

る
場

合
は

、
原

則
、

土
日

ど
ち

ら
か

を
休

養
日

に
設

定
）

③
参

加
費

等
・

活
動

の
維

持
・

運
営

に
必

要
な

範
囲

で
可

能
な

限
り

低
廉

な
参

加
費

等
を

設
定

（
国

が
示

す
目

安
を

踏
ま

え
る

）

④
指

導
体

制
・

暴
力

・
暴

言
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

・
い

じ
め

等
の

不
適

切
行

為
の

防
止

徹
底

（
日

本
版

D
BS

の
活

用
を

含
む

）
・

市
区

町
村

等
が

定
め

る
研

修
を

受
講

し
、

登
録

さ
れ

た
指

導
者

等
に

よ
る

指
導

（
※

）
   

（
※

）
「

認
定

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
指

導
者

」
登

録
制

度
を

構
築

（
研

修
メ

ニ
ュ

ー
例

、
登

録
要

件
・

手
続

等
、

不
適

切
行

為
   

   
   

   
へ

の
対

応
等

に
つ

い
て

規
定

）

⑤
安

全
確

保
・

生
徒

の
健

康
状

態
や

気
温

等
を

考
慮

し
た

適
切

な
活

動
、

施
設

・
設

備
等

の
点

検
、

緊
急

時
の

連
絡

体
制

整
備

・
怪

我
等

を
補

償
す

る
保

険
及

び
個

人
賠

償
責

任
保

険
へ

の
加

入
（

参
加

者
及

び
指

導
者

等
）

⑥
運

営
体

制
・

関
係

法
令

の
遵

守
、

規
約

等
の

作
成

・
公

表
、

公
正

か
つ

適
切

な
会

計
処

理
、

営
利

を
主

目
的

と
せ

ず
に

運
営

⑦
学

校
等

と
の

連
携

・
活

動
方

針
や

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
生

徒
の

活
動

状
況

等
に

関
す

る
情

報
共

有

地
域

クラ
ブ

活
動

を
担

う団
体

市
区

町
村

等
申

請

認
定

※
国

が
示

す
認

定
要

件
に

沿
っ

て
、

市
区

町
村

等
が

自
ら

運
営

す
る

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
に

つ
い

て
は

、
認

定
し

た
も

の
と

み
な

す
※

認
定

の
有

効
期

間
は

、
最

長
３

年
間

の
範

囲
内

で
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

て
市

区
町

村
等

に
お

い
て

設
定

３

①
生

徒
・

保
護

者
等

に
対

す
る

市
区

町
村

等
に

よ
る

情
報

提
供

②
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

の
運

営
等

へ
の

公
的

支
援

（
財

政
支

援
、

学
校

施
設

等
の

優
先

利
用

・
使

用
料

減
免

、
学

校
備

品
等

の
活

用
等

）
③

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
へ

の
従

事
を

希
望

す
る

教
師

等
の

兼
職

兼
業

④
生

徒
の

大
会

・
コ

ン
ク

ー
ル

へ
の

円
滑

な
参

加

想
定

さ
れ

る
認

定
の

効
果

（
メ

リッ
ト

）
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Ⅰ
第
２

期
計

画
の
概

要

１
計
画
策
定
の
趣
旨

・
現
行
計
画
の
進
捗
状
況
や
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

＊
1 を

踏
ま
え
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
に
関
す
る
県
の
基
本
方
針
や
具
体
的
な
取
組
等
を
示
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
生
徒
一
人
一
人
が
継
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動
に
親
し
む
機
会
の
確
保
及
び
充
実
を
図
る
。

＊
1 

文
部

科
学

省
「

部
活

動
改

革
及

び
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

の
推

進
等

に
関

す
る

総
合

的
な

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
令

和
７

年
１

２
月

策
定

２
計
画
の
位
置
付
け

・
国
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
「
広
域
自
治
体
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
都
道
府

県
全
体
と
し
て
の
改

革
方
針
を
示
す
」
と

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
て
策
定
す
る
。

３
計
画
期
間

第
２
期

埼
玉

県
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

推
進

計
画

（
前

期
：

令
和

８
年

度
～

令
和
１

０
年

度
）

の
概

要
に

つ
い
て

・
現
行
計
画
期
間
中
、
中
学
校
の
学

校
部
活
動
の
地
域
展
開
を
実

施
す
る
市
町
が
増
加
す
る
一
方
で
、
部
活
動
の
地
域
展
開
に
向
け
た

方
針
策
定
や
体
制
構

築
等

に
時
間
を
要
し
進
捗
に
課
題
が
見
ら
れ
る
市
町
村
も

あ
る
。
県
内
の
学
校

部
活
動
を
地
域
展
開

し
、
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
を
一
層
推
進
す
る

た
め
に
は
、
よ
り
実

効
性
の
高
い
支
援
策
等
が
必
要
で
あ
る
。

・
令
和
８
年
度
～
令
和
１
０
年
度

※
令

和
８

年
度

か
ら

令
和

１
３

年
度

ま
で

の
６

年
間

を
「

改
革

実
行

期
間

」
と

位
置

付
け

、
前

期
３

年
間

及
び

後
期

３
年

間
と

し
、

前
期

の
終

了
時

に
、

改
革

の
進

捗
状

況
等

に
つ

い
て

「
中

間
評

価
」

を
実

施
す

る
。

現
行

計
画

（
第

１
期

）
第

２
期

計
画
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Ⅱ
現
行

計
画
に

お
け
る

県
の
主
な

取
組
と

成
果

・
課

題

・
休
日
の
地
域
展
開
を
実
施
す
る
市
町
村
数

⇒
２

９
市
町
ま
で
増
加

取
組

・
休
日
に
お
け
る
学
校
部
活
動
に

つ
い
て
は
、
い
ま
だ
多

く
の
学
校
で
実
施
し
て
お
り
、
学
校
部
活
動
か
ら
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
へ
の
完
全
な
展
開
に
向
け
て
は
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
。

課
題

成
果

・
市
町
村
及
び
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
民
間
事
業
者
等
に
委
託
し
て
地
域
展
開
に
関
す
る
実
証
事
業

＊
2 を

実
施
し
た
。

※
実

証
事

業
に

お
い

て
、

学
校

の
枠

を
越

え
、

学
校

部
活

動
に

は
な

い
、

生
徒

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
が

展
開

さ
れ

た
市

町
村

も
あ

っ
た

。

【
実

践
例

】
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

、
ダ

ン
ス

、
英

会
話

、
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

等

・
市
町
村
訪
問
、
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

＊
3 、

実
証
事
業
報
告
会

＊
4 等

を
実
施
し
、
市
町
村
に
情
報
提
供
や
助
言
を
行
っ
た
。

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

＊
5 の

実
施
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
配
布
等
に
よ
り
、
県
民
・
関
係
者
の
理
解
促
進
を
図
っ
た
。

＊
2 

県
か

ら
受

託
し

た
市

町
村

等
が

学
校

部
活

動
の

地
域

展
開

の
た

め
の

条
件

整
備

を
進

め
、

休
日

の
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
を

１
以
上

立
ち
上
げ
。
得
ら
れ

た
成

果
等

を
県

内
市

町
村
等
で
共

有
。

＊
3
 
市
町
村

担
当

者
や
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
関

係
団

体
等
と
の
協
議

会
、
県

内
各
地
域
で
実
施

。
＊

4 
実

証
事

業
に

参
加

し
て

い
る

市
町

の
実

践
報

告
及

び
市

町
村

担
当

者
に

よ
る

協
議

を
実

施
。

 
＊

5 
県

内
外

の
好

事
例

の
紹

介
、

有
識

者
に

よ
る

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
、

協
議

等
を

実
施

。

基
本

方
針

休
日

に
生

徒
が

自
己

の
興

味
関

心
に

合
わ

せ
た

活
動

を
継

続
的

に
選

択
で

き
る

よ
う

に
す

る

実
施

種
目

２
１

種
目

（
ソ

フ
ト

テ
ニ

ス
、

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

、
サ

ッ
カ

ー
、

野
球

、
陸

上
等

）

拠
点

数
２

７
拠

点
（

種
目

に
よ

っ
て

市
内

に
１

以
上

の
拠

点
で

実
施

）

運
営

団
体

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人

実
施

主
体

地
域

で
活

動
す

る
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

芸
術

団
体

（
地

域
指

導
者

を
公

募
し

実
施

主
体

と
接

続
）

実
施

期
間

年
間

活
動

場
所

学
校

、
公

共
施

設

参
加

費
等

参
加

費
：

５
０

０
円

（
１

回
あ

た
り

）
年

会
費

：
３

，
３

０
０

円

【
事

例
：

上
尾

市
に

お
け

る
実

証
事

業
の

概
要

（
令

和
７

年
度

）
】
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Ⅲ
第
２

期
計

画
の
基

本
理

念
と
基

本
方
針
 

１
基

本
理
念

・
地
域
全

体
で
関
係
者
が
連
携
し
て
活
動
を
支
え
る

・
学
校
部

活
動
が
担
っ
て
き
た
教
育
的
意
義
を
継
承
・
発
展
さ
せ
つ
つ
、
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る

・
活
動
を

希
望
す
る
全
て
の
生
徒
が
多
種
多
様
な
選
択
肢
の
中
か
ら
活
動
に
参
加
で
き
る
環
境
を
目
指
す

２
基

本
方
針

・
改
革
実
行
期
間
（
令
和
１
３
年
度
）
内
に
、
原
則
、
全
て
の
学
校
部
活
動
に
お
い
て
地
域
展
開
の
実
現

・
現
時
点
で
着
手
し
て
い
な
い
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
改
革
実
行
期
間
前
期
期
間
（
令
和
１
０
年
度
）
ま
で
の
間
に
確
実
に
休
日
の
地
域
展
開
等
に
着
手

・
地
域
等
の
実
情
は
多
様
で
あ
る
こ
と
に
留
意
  

 
各
市
町
村
が
主
体
的
に
持
続
可
能
な
体
制
を
構
築
で
き
る
よ
う
支
援

３
取

組
の
方
向
性

県
の
役
割

・
広
域
自
治
体

と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮

 
 県

全
体
の
改
革
方
針
と
し
て
本
計
画
を
策
定

 
 
市
町
村
に
対
す

る
き
め
細
か
な
支
援

 
 
広
域
的
な
基
盤
づ
く

り

目
指
す
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
姿

・
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
す
る
認

定
制
度

 
  
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
者
の

登
録
制
度

の
各
市
町
村
に
お
け
る
円
滑
な

導
入
・
運
営

 
へ
の
支
援

４
計

画
の
指
標

現
状
値
：
２
９

（
令

和
７

年
度
末

）
→

目
標
値
：
６
２

（
令

和
１

０
年

度
末

）

１
以
上
の
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
を
実
施
す
る
市
町
村
数

（
さ

い
た

ま
市
を

除
く
）

障
害
の
あ
る
生
徒
の
活

動
機
会
の
確
保

生
徒
等
の
ニ
ー
ズ
の
反

映

・
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
配
慮
等
に
関
す
る

指
導
者
研
修

・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
の
連
携
  
  
 
  
 
  

な
ど

・
生
徒
等
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

 の
構
築
等

 
生
徒
等
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
、

そ
の
結
果
を

取
組
に
反
映
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Ⅳ
地
域

ク
ラ

ブ
活
動

の
推

進
に
向

け
た
県

の
取

組

県
の
取
組

１
関
係
者
間
の
連
携
体
制
の
構
築

 
⑴
 
関
係
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

 
⑵
 
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
団
体
や
大
学
等
と
の
連
携

 
⑶
 
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
等
主
催
団
体
と
の
連
携

４
市
町

村
の

取
組

の
支

援

 ⑴
 市

町
村

の
課

題
を

踏
ま

え
た

き
め

細
か

な
支

援
 

 ⑵
 地

域
と

の
課

題
共

有
や

多
様

な
団

体
間

で
議

論
を

深
め

る
場

の
提

供

 ⑶
 県

実
証

事
業

の
成

果
や

好
事

例
等

の
情

報
提

供

２
県
民
・
関
係
者
等
の
理
解
促
進

 
⑴
 
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
 
  
 
 

 
⑵
 
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
及
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等

 
⑶
 
機
運
醸
成
に
向
け
た
各
市
町
村
等
へ
の
働
き
か
け

５
地
域

ク
ラ
ブ
活

動
の
持

続
可
能

な
運
営

に
向

け
た

支
援

 ⑴
 学

校
施

設
等

の
有

効
活

用
事

例
に

関
す

る
周

知
  
  

 ⑵
 保

護
者

の
費

用
負

担
の

軽
減

に
つ

な
が

る
手

法
の

周
知

等

 ⑶
 経

済
的

に
困

窮
す

る
世

帯
の

生
徒

へ
の

支
援

に
向

け
た

関
係

機
関

と
の

連
携

３
指
導
者
の
質
の
保
障
と
量
の
確
保

⑴
 
指
導
者
向
け
研
修
機
会
等
の
提
供
及
び
認
定
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
指
導
者
登
録

制
度
へ

の
対
応

⑵
 
指
導
者
人
材
バ
ン
ク
等
の
拡
充
と
認
定
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
指
導
者
の
活
用

 
⑶
 
教
員
等
の
兼
職
兼
業
制
度
の
適
切
な
運
用

Ⅴ
推

進
体
制

埼
玉
県
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
庁
内
委
員
会

・
知
事
部
局
及
び
教
育
局
の
関
係
課
で
構
成

・
各
取
組
の
進
捗
状
況
や
指
標
の
達
成
状
況
を
定
期
的
に
検
証
・
評
価
し
、

取
組
を
改
善

埼
玉
県
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
推
進
協
議

会

・
幅
広
い
分
野

＊
6 の

関
係
者
や
学
識
経
験
者
等
で
構
成

 
＊

6
 教

育
・

ス
ポ

ー
ツ
・

文
化

芸
術

・
福
祉

・
ま
ち

づ
く

り
等

・
地
域
展
開
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
情
報
共
有
や
協
議
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第５回越谷市部活動地域移行推進会議 記録 

 

２０２６．２．１６  

指導課 

 

【協議記録】 

〇越谷市スポーツ協会副会長  

・事業での指導員は技術指導について、何か認定を受けているのか。  

・令和１０年度までに移行するのか。 

⇒（事務局） 

・JR 東日本では研修を行っている。技術面については把握していない。平方中の 

取組は実際に見に行ったが、生徒に合っているようであった。課題がある生徒 

にも対応していた。 

・国は令和１３年までに土・日を移行、となっているので、本市としても、こど 

もたちに選択できるようにしていきたい。 

 

〇越谷市スポーツ協会 剣道連盟事務局長  

・剣道連盟として、こどもたちが参加しやすい、教員もこちらに和しやすい環境 

をつくりたい。 

 

〇越谷市レクレーション協会会長  

・外部指導者、部活動指導員が入り、顧問と教え方が違うのが心配である。その 

点どのようにお考えか。 

⇒（事務局） 

・部活動指導員がいる部活には、外部指導者は入れない。平日と休日と指導が違

う可能性はある。よく研修するとともに、運営団体を介して情報共有したい。 

 

〇越谷市文化連盟副会長  

・指導者のレベルをどう見ていくかが課題である。 

 

〇越谷市文化連盟会長  

・間隔が短いときは１０日に１回程度と会議が多く、指導課が大変である。アル 

ファーズが関わっているが、アルファーズが見えてこない。指導課とどのよう 

な話し合いをしているかが見えてこない。 

・アルファーズの取組は、Ｒ６年度実施の感想では期待が大きいことが分かるが、 

Ｒ７年度では活動場所までの移動が不安という意見が多いが、どのように考え 

ているか。 

・アルファーズの事業への参加者が少ない。プロに教えてもらうのは楽しみなは 

ず。 

・「さいたまけん★こどものこえアンケート」では「部活動地域移行（展開）」と 

いう言葉を６３．７％が知らないと答えているが、この点をどう考えるか。 

⇒（事務局） 

・アルファーズの取組は１番長くやっている。確かに見えてこないのはごもっと 

もである。Ｐ１０上段は実績である。３月に打ち合わせを経て、また情報をだ

せればと考えている。 

参考資料３



・県のアンケートについては、本市についてはＲ５年度に実施アンケートを取っ 

たが、１回限りなので浸透はしていないかもしれない。今後検討していく。 

・（指導課長）県のアンケートは、小・中・高校生にとっている。地域移行は、公 

立中学校のみに行っているので、そのような数字になっている。また、部活を

切り離すのではなく、地域も含めて行っていくということである。 

・アルファーズの取組に参加しない方へもアンケートを行ったが、あまり回答し 

てもらえなかった。 

 

○越谷市ＰＴＡ連合会会長  

・アルファーズは大事だと思っている。せっかくプロが地元にあるので強くなってほし 

い。 

・保護者の代表として、指導者がどんな方なのかは気になる。（暴力も含め） 

・高校や大学に、こどもの選抜関係で行き、進路に関する話もしてもらいとてもよかっ 

た。高校や大学とのパイプも作ってほしい。また、様々な方に教わるのも良い。県立高 

校、県立大学との連携も視野に入れてほしい。 

 

○越谷市ＰＴＡ連合会副会長  

・熱血の指導の方が多い。熱がこもってしまうこともあるので、部活動指導員に不安があ 

る。どのように対策しているか。 

・スポーツに触れる機会をつくってくれているが、段階的に分けることを検討してはどう 

か。 

⇒（事務局） 

・指導員は事前に研修を行っている。 

・ 

 

○越谷市ＰＴＡ連合会副会長  

・Ｐ１０の関連で、来年度県の補助金はないとのことだが、これについてわかるか。 

・部活動指導員、JR 東日本の事業、結構お金がかかると思うが、総額どれくらいなの

か。 

・最終的に受益者負担となると思うが、どれくらいか。 

⇒（事務局） 

・Ｐ１０の関連について、県の補助金はアルファーズに直接いっているのでわからない

が、平方中の補助金は別ルートで来ている。 

・指導員は、１時間１７００円で、月４７時間まで、１人あたり１００万円弱かかってい

るが、３分の２は補助金が出ている。 

・平方中の取組は２００万円くらいであり、補助金は県からきている。 

・最終的には受益者負担でないと回らない。 

 

 

○越谷市小学校長会会長  

・越谷市としてはどれをメインにやっていくかビジョンはあるか。今あるものを

ミックスなのか、１つのものをやるのか。 

 ⇒（事務局） 

 ・今の状態では、これ、とは言えない。今後も様々なモデルケースを行うこと 

で受皿になると考える。 



○越谷市中学校体育連盟会長  

・大会等でもクラブチームも参加しているものもある。 

・今後も現場も連携していきたい。 

 

○越谷市文化連盟副会長  

・個とチームプレイの競技では同じようにいかないのではないか。 

 

〇越谷市スポーツ協会 剣道連盟事務局長  

・学校ではない場もつくってあげられればよいと考える。 


